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献呈の辞
　明治大学教授田村光三先生は1998年11月19日に古稀をお迎
えになった。我々執筆者一同は先生の古稀を心から慶賀すると共
に，先生から賜った薫陶と学恩に謝意を表し，ここにささやかで
はあるが，論文集を献呈申し上げます。
　先生は1928年に北海道は小樽市にお生まれになった。1944年
に病をえて，小樽の結核療養所に入院中，生の何たるかについて
深く思いを巡らせ，何らかの解決をえたいと願った。1945年2
月の雪の降る寒い日に，勇を鼓して札幌近郊の琴似に在住してい
た「無教会」キリスト教の伝道者の一人で，その平和反戦思想の
ゆえに治安維持法違反で係争中であった浅見仙作先生をおとなっ
た。何度かおとなって講話を拝聴されたが，未だ聖書の言を受け
入れる素地無く，それを真に理解するには到らなかった。
　しかしながら，日本の敗戦をきっかけにして浅見先生の生き様
に心打たれるようになった。その時，先生の心の中で何かが変わ
り始めた。「凡て剣をとるものは剣にて亡ぶるなり」という聖言
が圧倒的に現実的な力をもって先生に迫り「この世において真に
頼るべきものは何であるかを知った」と記されている。この年，
先生は「絶対者」の摂理が人間を通して歴史のなかに現れること
を確信し「回心」して入信された。以来，「絶対者」の存在への
信仰が先生の生と学問の導きの糸になり，「主を畏れることは知
識の始あなり」を堅く座右の銘とされ，学問の研鑛に励まれた。
　先生は1949～51年まで札幌文科専門学校（札幌学院大学の前
身）に在籍し，その後1年間札幌短期大学に在籍して1952年3
月同校を卒業された。1953年には，東京経済大学の3年次に編
入され，マルクス経済学の渡辺輝雄先生のゼミの門を叩かれた。
しかし，田村先生は1951年に既に大塚久雄先生の『近代化の人
間的基礎』によって「大塚史学」の洗礼を受けておられた。先生
はこの書に瞠目された。当時⑱日本は今にも社会革命が起こらん
ばかりの状況にあり，この書から先生は「新しい日本の建設に向
けて放たれた予言者の声を聞く思い」がしたからである。それ故，
先生は渡辺ゼミのなかでは異端児であり，ゼミの雰囲気に対して
はやはり違和感を覚えざるをえなかった。出京後の内面生活にお
いては，先生は1953年からやはり「無教会」の指導者の一人で
あり，「聖書の日本』を主宰されていた政池仁先生を浅見先生と
並んで心の師と仰ぐようになった。
　先生は1955年明治大学大学院に進学され，大塚先生や五島茂
先生の恩師でもあった本位田祥男先生に師事して西洋経済史を専
攻された。本位田先生は「大塚史学」に対して，特にそのマルク
ス主義的側面に対してかなり批判的であったが，田村先生は資料
批判の方法を徹底的に学ばれた。しかし不運なことに，再び病を
えて，学業を中断し，約3年間にわたる療養所生活を余儀なくさ
れた。しかし主は常にわが師とともにあり，わが師を慈しみ愛さ
　　　　　　　　のぞみ　　　　　たとひきら　　　　　　　　また　　　　いだれた。「それ木には望あり　假令研るるとも復芽を出してその枝
　　　　　　　　　　　　　　　　　かる　　　　　　　　　　　　うるほし絶えず　たとひ其根地の中に老い幹土に枯るとも　水の潤箔にあ
　　　　　　　　　　いだ　　　　わかきへば即ち芽をふき枝を出して若樹に異ならず」（『ヨブ記』第14
章第7－9節）。田村先生は1965年に，優れた歌人でもあった五島
茂先生の助手として採用され，現在に至っている。
…?
　田村先生の学問的営為を基底で支えているものは一貫して信仰
と「大塚史学」の視点であるように思われる。宗教と経済活動の
相互規定関係，特に初期ニューイングランドにおける禁欲的プロ
テスタンティズムと近代の合理的資本主義の生成との関連を究明
することが先生のライフワークであり，先生はアメリカ経済史の
この分野において既に不動の地位を確立された。多年にわたる一
連の研究成果の一部が1996年に経済学博士号を取得された『ニュー
イングランド社会経済史研究』（勤草書房　1995年）として集大
成されている。それは宗教倫理によって規定された「人間類型」
の歴史的生成過程を閲明することを意図していた。
　しかし，先生の最近の学問的関心は地球環境問題にも向けられ
始めている。それは特に1997年に『政経論叢』に発表された論
文「『地の支配』（dominium　terrae）考一工業化・環境破壊・．キ
リスト教一」に端的に示されている。そのなかで，先生はリン・
ホワイト・ジュニアLynn　White　Jr．の命題「近代の科学技術の
発展とそれを促したキリスト教が現代における生態系の危機の根
本的原因である」を手がかりとして，人間と自然との関係を新し
い光のもとで解釈し直そうとしており，こうした企ては今後も継
続されるように思われる。
　先生は研究のみならず，教育にっいても熱心であった。先生は
当初田村Aゼミ（西洋経済史），Bゼミ（マックス・ヴェーバー
研究）という2っのゼミを同時に主宰して学生の教育にあたられ
た。先生の物腰は常に優しく柔和であり，教え訓すという風であっ
た。1969年に第1期の卒業生を送り出してから1999年3月で第
32期を数え，卒業生の数は約340名に達する。彼らは社会の各
…?
方面で活躍しており，初期の卒業生のなかには既に社会において
枢要の地位を占めている者もいる。
　古稀をお迎えになったとはいっても，先生はまだ若々しく全く
老いを感じさせない。それは，先生が人一倍健康に留意されて出
来る限り規則正しい生活を送り，健康のためにテニスなどを楽し
んでおられるせいであろう。先生が今後とも息災に過ごされるこ
とを祈念致します。
　田村先生の助手に採用されて以来常に「この師にしてこの弟子
あり」と言わしめたいと念願しっっも，未だ為しえず，不肖の弟
子にこの「献呈の辞」を書かせざるをえなかった恩師の苦衷を惟
ると，ただただ汗顔の至りであり，後継者として遂にその責を果
たしえざること慧悦の極みである。
　末筆ながら，この『古稀記念論文集』の発行をご快諾下さった
教授会の諸先生，数々のご高配を賜った『政纒論叢』編集委員の
諸先生，珠玉の論稿をお寄せ下さった諸先生そして一方ならぬお
世話になった学部事務室の小暮富美恵さんに衷心よりお礼申し上
げます。
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